





































【結果】施設管理職への配布数 11 部(回収率 63.6%)、及

















50 歳を境に 2 群に分け比較すると、50 歳以上のスタッフ
のほうが子どもの成長・発達に応じた決まりごとで対応し
ていた。また，「自分の感情が表に出ているときがある」
という項目に対し、50 歳未満のスタッフのほうが「やや
そう思う」と答えた。さらに、心が折れてしまいそうな時
になることはないと答えたグループの方が、子どもの体験
を受け入れられていた。スタッフの専門性からみると、保
育士よりも社会福祉士の方が子どもに対して擁護的であ
った。子どもシェルターの課題(記述式)としては、<働くス
タッフの心理支援>や<関係機関とのネットワークの強化
><退去先の資源><運営資金の調達><子どもを守る為の
規則>という点で改善が必要という意見があった。 
 
【考察】子どもシェルターで保護されるという事実を含め、
自分自身の課題に対して適切な方法で乗り越えていくこ
とがシェルターにいる子ども達の大きな課題である 2)。支
援しようとするほど、子どものもつ悲しみや怒りに巻き込
まれる可能性は高くなる中で、今回の研究協力者である子
どもシェルターのスタッフ達は、子どもが居心地よくいら
れることに関して真摯に取り組んでいた。一方でスタッフ
の年齢やシェルターでの経験年数、保有資格によって、子
どもに対して抱く感情が異なることや、時にはネガティブ
な感情を抱くこともわかった。スタッフ自身の感情は、子
ども達にとって共感的姿勢の表現に影響するだけでなく、
子どもシェルター全体の雰囲気にも影響するものである。 
今後、子ども一人一人に対する支援の質を高めるためには、
前述したようにスタッフの心理支援・関係機関とのネット
ワークの強化が課題であると考えられる。 
 
【結論】今回の研究協力者たちは、子どもが安全な場所だ
と認識でき、居心地が良いと感じられるような場所づくり
への努力が見られた。また、スタッフの年齢やシェルター
での経験年数、保有資格によっても子どもとの関わり方に
違いが見られた。 
 
【謝辞】アンケート調査にご協力いただいた子どもシェル
ターの管理者およびスタッフの皆様に心より感謝申し上
げます。 
 
【文献】 
1）カリヨン子どもセンター・子どもセンターてんぽ・子
どもセンター「パオ」・子どもシェルターモモ:居場所を
失った子どもを守る子どもシェルターの挑戦カリヨン
+てんぽ+パオ+モモ.明石書店,166,2009. 
2)遠藤野ゆり：虐待された子どもたちの自立-現象学から
見た思春期の意識.東京大学出版学会,95,2009. 
 
